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論文内容の要旨
列車がトンネノレに突入すると，列車前方の空気はトンネノレの拘束を受けて圧縮され，圧力が急激に
上昇するため，人体に不快感を与える。一方， トンネノレからあふれ出す風速も急激に増大し，パンタ
グラフ等にも影響をおよぼすことになる。最近のように，列車の高速化につれ，このような問題はま
すます重要になって来る。
従来，これらのことについては， Walter Tollmien や鉄道技術研究所等の研究があるが， ほとん
どが列車突入時の現象のみを取扱っており，列車の進行にともなうトンネノレ内の風圧や風速変化の過
程については明らかでなく，定量的な実験的研究はあまり行なわれていないようにみうけられる。そ
こで，乙れらの問題を解明するのが本研究の目的である。
そして，著者は，問題を，円管内を通る円棒により起される流れにひきなおして考え，模型実験を
行ない，その結果を理論値と比較検討した。すなわち，第 1 章では棒が短い場合，第 2 章では棒が長
い場合，第 3 章では棒端の形状を変えた場合について述べ，第 4 章では実車試験の結果について述べ
Tこ。
実験に際しては，水平円管内に円棒を等速で突入させ，微圧計により管出入口ならびに管内特定断
面の風圧を測定し，これから棒先端の風圧を求めた。一方，熱線風速計により管出入口ならびに管内
特定断面の風速を測定し，これから棒前方，周りあるいは後方の風速を推定した。
上記の実験で得た結果のうちおもな事項は次の通りである。すなわち，棒突入時に先端の風圧は急
に上昇し動圧の 3 倍近くに達しあとは徐々に降下する。また，棒前方の風速は，棒突入時から徐々に
増大し，棒が管内にはいり乙んでまもなくほぼ一定になる。棒の周りの風速は，棒突入時が最大で棒
速のおよそ 0.7 倍に達しあと徐々に減少する。そして，棒が管内にはいりこんでまもなくほぼ一定に
なるが，棒が管を出始めると再び増大する。棒後方の風速は，始めの聞はほぼ一定であるが，棒が管
? ??司。
を出始めると徐々に減少する。
なお，理論式としては，棒が管内に突入してからしばらくの聞は空気の圧縮性の影響が残るので，
水撃作用の理論を応用する。しかし，棒の進行につれて，空気の圧縮性の影響は消滅するのであとの
ほうでは管摩擦を考慮して式を誘導する。
さて，実験では計器の感度遅れ等があるため，実験値と理論値とは完全に一致するところまでは行
かないが傾向としては一致する。そして，実際の列車の場合も以上の結果と同様な傾向を示すものと
思われる。
最後に，本研究結果が実際の列車の場合の現象を知る一助となれば幸いである。
論文の審査結果の要旨
この論文は，列車がトンネノレ内に突入してから出るまでの聞におけるトンネノレ内の風圧変化と気流
について，研究したものである。まず，列車がトンネノレ内に入った瞬間は，水撃作用が起るが，やが
て圧力波が減衰して管摩擦の理論が成立つと考え，理論解を与えている。ついで円棒を水平円管内に
等速で突入させる実験を行ない，風圧と風速を測定した結果，実験値は突入直後は水撃作用の理論値
とよく一致するが，時間の経過とともに管摩擦の式と一致するようになる乙とを確かめ，さらに実車
試験も行なって確認している。この研究の成果は，高速列車の設計に重要なトンネノレ内の風圧，気流
の問題を解明して，有効な設計指針を与えている点にある。
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